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? ? 現在有機??のような自発光型ディスプレイの研究・開発が盛んでディスプレ
イは同一基板上で色純度の良い???発光が理想であり、発光波長が母材や温度の影
響を受けにくいため希土類イオン添加半導体はディスプレイ用の発光材料として
期待できる。?
本研究では母材に???????のバンドギャップを持ちⅡ・Ⅵ族化合物半導体で直接
遷移型のワイドバンドギャップ半導体である酸化亜鉛???を母材として、希土類元
素?????を???に添加し電気励起による発光を目的とし、光学特性評価・電気的特
性評価を行った。??????、??????の作成方法としてはゾルゲル法を用い溶液調合
の際に添加、????基板（?～?????）上にスピンコート法により薄膜を作製した。
これまでに作製した試料において???：??による赤色発光と???：??による緑色発
光を??において観測しているが??????による青色発光は観測されていない。
??????の??発光の可能性を含め、???????????????????の??素子の検討を行う。?
? ??特性評価において????????：?の発光は???の酸素欠損の緑色発光が中心であ
ったがその発光は青みが強く????の発光が観測されたものと考えられる。そして
??の比率を増加させた????????：?、?：?において????の赤色の発光ピークが観測
された。また??????の??測定でも酸素欠損による緑色発光が中心であったが
????????：?????において????の青色のピークを観測することができた。?
? ????????????法による電気特性評価において????上に??????層として???を用
い、その上に???：??薄膜を作製した。アニール温度??????????では高い絶縁性
を示し電気特性の測定ができなかったが、アニール温度???????の試料において
電気特性を評価したところ抵抗率は???????????キャリア濃度??????
???????????移動度は???????????・??と導かれた。次に?????????において縦の???
特性を測定した結果、整流性を確認できたが電流注入による????からの発光は観
測できなかった。これは???：?????のバンド不連続性から??での電子?正孔再結合
が中心であるためと考えられる。したがって?????????では電界衝突による直接励
起が有効であると考え、その検討に移った。加えて直接励起は??特性に見られる
ように???＋の発光が十分期待できる。??素子??????では顕著なブレークダウンが
見られなかった、これは??のキャリア濃度が低く、空乏層が大きく広がり電界強
度があがらずに衝突励起に至っていないことが考えられる。よって??を電界加速
層とするために、イオン注入（ドーズ量?????????????????）により??基板表面の
キャリア濃度を??????????に増加させ、????????????????????の電界衝突発光を試
みたが?????????????どちらも発光を観測することはできなかった。測定時に電圧
をかけ続けた結果、電流が急に流れ出した。これは絶縁破壊が起きたと考えられ、
今回作製した試料は直流において整流性を示したが交流では絶縁として振舞うと
考えた。?
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